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１ 

菅
沢
町
に
つ
い
て 

 
阿
讃
山
脈
の
中
腹
に
位
置
す
る
菅
沢
町
は
、

周
囲
を
小
さ
な
山
に
囲
ま
れ
た
盆
地
に
あ
り
ま

す
。
そ
こ
は
浅
い
谷
川
が
流
れ
て
食
べ
物
や
水

も
確
保
で
き
る
、
生
活
し
や
す
い
環
境
だ
っ
た

の
で
古
く
か
ら
人
が
住
ん
で
、
小
さ
な
集
落
を

形
成
し
て
い
た
よ
う
で
す
。 

 

菅
沢
と
い
う
地
名
は
、
菅
と
い
う
の
は
「
す

げ
の
か
や
」
の
こ
と
で
、
沢
と
い
う
の
は
、
沼

地
の
こ
と
で
す
。
昔
こ
の
一
帯
は
沼
地
が
相
当

あ
っ
た
ら
し
く
、
そ
の
沼
に
「
す
げ
の
か
や
」

が
生
え
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
菅
笠
に
編
ん
だ

り
、
上
敷
に
織
っ
て
敷
物
と
し
て
使
っ
て
い
た

よ
う
で
す
。
そ
ん
な
こ
と
か
ら
菅
沢
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 



 

２ 

菅
沢
町
八
十
八
ヶ
所
霊
場
に
つ
い
て 

 
開
基
は
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
で
、
今
か
ら

百
四
十
九
年
前
に
お
祀
り
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
発
起
人
は
地
元
の
菅
沢
勝
五
郎
、
熊
野

甚
平
、
熊
野
清
三
郎
な
ど
で
、
近
隣
の
志
あ
る
人

に
お
願
い
し
て
霊
場
を
建
立
し
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。 

 

石
仏
は
薬
師
山
を
一
回
り
し
て
、
最
後
に
表
参

道
に
沿
っ
て
祀
ら
れ
、
頂
上
の
薬
師
堂
に
最
も
近

い
所
に
結
願
の
寺
、
第
八
十
八
番
医
王
山
大
窪
寺

が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

大
窪
寺
の
本
尊
は
薬
師
如
来
で
、
左
手
に
薬
壺

の
代
わ
り
に
法
螺
貝

ほ

ら

が

い

を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
法
螺

貝
で
厄
難
諸
病
を
吹
き
払
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

大
窪
寺
は
、
早
く
か
ら
女
性
の
入
山
が
許
さ
れ
、

女
人
高
野
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。 



 

３ 

菅
沢
町
の
薬
師
堂
に
つ
い
て 

 
堂
宇
は
薬
師
山
に
鎮
座
し
て
い
ま
す
。
ご

本
尊
は
薬
師
如
来
で
す
が
、
阿
弥
陀
如
来
と

弘
法
大
師
像
も
一
緒
に
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

戦
国
時
代
に
土
佐
の
長
宗

ち
ょ
う
そ

我
部
元

か

べ

も

と

親ち
か

は
、

四
国
を
統
一
し
よ
う
と
し
て
天
正
十
年
（
一

五
八
二
）
に
香
川
親
和

ち
か
か
ず

（
元
親
の
次
男
）
を

擁
し
て
二
万
余
の
大
軍
で
十
河
城
を
攻
め
、

そ
の
余
力
で
津
柳
、
内
場
、
岩
部
、
朝
倉
、

植
田
城
な
ど
を
次
々
に
落
城
さ
せ
ま
し
た
。 

 

こ
の
戦
い
で
多
く
の
寺
社
、
寺
院
は
焼
失

し
ま
し
た
。
こ
の
菅
沢
の
薬
師
堂
も
土
佐
軍

に
よ
っ
て
焼
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
、
住
民

は
大
切
な
お
薬
師
さ
ん
を
焼
か
れ
て
は
と
思

い
、
畑
の
中
に
埋
め
て
お
守
り
し
ま
し
た
。

や
が
て
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
三
月
、



 

豊
臣
秀
吉
の
四
国
征
伐
で
長
宗
我
部
元
親
は
降
伏
し
ま
し
た
。 

 
世
の
中
は
平
和
に
な
り
、
住
民
も
元
の
平
穏
な
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
頃
、

薬
師
山
の
山
麓
の
田
畑
で
夜
な
夜
な
美
女
が
現
れ
て
つ
き
ま
と
う
よ
う
に
な
り
、
住
民
は
気
味
悪
く

な
っ
て
恐
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

あ
る
夜
、
村
人
が
田
の
水
を
引
く
た
め
通
っ
た
時
美
女
が
現
れ
た
の
で
、
狸
か
キ
ツ
ネ
の
化
け
物

か
と
思
い
鍬
で
打
ち
の
め
し
ま
し
た
。
す
る
と
「
ガ
ー
ン
」
と
い
う
大
き
な
音
が
し
て
、
そ
こ
に
は

美
女
の
姿
は
な
く
薬
師
如
来
の
石
像
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
毎
夜
、
怪
し
い
火
の
玉
の
よ
う
な

光
が
出
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
は
薬
師
如
来
様
の
祟
り
だ
と
住
民
は
話
し
合
っ
て
、
薬
師
山
に
堂
宇
を
建
て
安
置
し
ま
し
た
。

す
る
と
、
そ
れ
か
ら
は
元
の
平
和
な
山
里
に
な

っ
た
そ
う
で
す
。 

 

薬
師
如
来
の
膝
の
あ
た
り
の
あ
る
傷
は
、
そ

の
時
の
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

（
こ
の
お
話
は
菅
沢
町
に
残
っ
て
い
る
有
名
な 

昔
話
と
し
て
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。
） 

薬師堂の薬師如来 



 

４ 

八
十
八
ヶ
所
霊
場
の
施
主
に
つ
い
て 

 
菅
沢
町
の
写
し
霊
場
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
石
仏
を
建
て
た
人
が
広
範
囲
に
広
が
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
千
葉
幸
伸
先
生
の
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、
北
は
岡
山
県
か
ら
南
は
徳
島
県
に
ま
た
が

り
、
香
川
県
内
で
も
遠
く
塩
飽

し

わ

く

諸
島

し
ょ
と
う

の
方
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

そ
れ
ら
を
ま
と
め
て
み
ま
す
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

①
備
州

び
し
ゅ
う

瑜
伽
山

ゆ

か

ざ

ん 

瑜
伽
山
は
岡
山
県
の
児
島
に
あ
り
、
大
阪
方
面
か
ら
金
毘
羅
参
り
を
す
る
人
が
必
ず
立
ち
寄
っ
た

霊
場
で
す
。
十
二
番
の
焼
山
寺
の
石
仏
に
瑜
伽
山
の
僧
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
児
島
地
方
は

綿
織
物
業
が
盛
ん
で
菅
沢
と
の
交
流
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

②
塩
飽
広
島 

四
十
一
番
龍
光
寺
の
石
仏
に
塩
飽
広
島
の
最
勝
院
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
「
為
菩
提
」
と
あ

り
ま
す
か
ら
、
父
母
の
菩
提
の
為
に
建
て
た
の
で
し
ょ
う
。 

③
豊
島
家
浦 

四
十
八
番
西
林
寺
の
石
仏
に
豊
島
家
浦
の
「
宇
吉
」
な
る
石
工
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。 

④
徳
島
県 

吉
野
川
に
面
し
た
高
越
山
の
麓
か
ら
た
く
さ
ん
の
施
主
が
出
て
い
ま
す
。
九
番
法
輪
寺
、
三
十
七



 

番
岩
本
寺
、
五
十
四
番
延
命
寺
、
五
十
六
番
泰
山
寺
、
五
十
九
番
国
分
寺
、
七
十
七
番
道
隆
寺
の
石

仏
に
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。 

⑤
徳
島
祖
谷 

七
十
九
番
高
照
院
の
石
仏
に
は
、
祖
谷
山
集
福
寺
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
菅
沢
の
人
が
塩

飽
の
海
や
祖
谷
の
山
と
ど
ん
な
関
係
を
結
ん
で
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

⑥
香
川
県
内
で
菅
沢
以
外 

二
十
九
番
国
分
寺
の
石
仏
に
は
林
村
、
五
十
七
番
栄
福
寺
の
石
仏
に
は
石
田
村
、
一
番
霊
山
寺
、

四
番
大
日
寺
に
は
三
木
町
奥
山
村
、
ま
た
六
番
安
楽
寺
、
四
十
三
番
明
石
寺
、
七
十
五
番
善
通
寺
、

八
十
八
番
大
窪
寺
に
は
三
木
町
小
箕
村
の
人
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。 

⑦
近
く
の
村
か
ら
の
石
仏 

十
九
番
立
江
寺
、
八
十
三
番
一
宮
寺
、
八
十
四
番
屋
島
寺
の
石
仏
に
は
川
内
原
村
の
竹
添
清
五
郎

の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。 

十
八
番
恩
山
寺
、
四
十
番
観
自
在
寺
、
六
十
一
番
香
園
寺
の
石
仏
に
は
東
谷
の
、
十
四
番
常
楽
寺
、

十
七
番
井
戸
寺
の
石
仏
に
は
下
谷
の
人
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。 

二
十
一
番
太
龍
寺
の
石
仏
に
は
岩
部
の
、
十
三
番
大
日
寺
、
二
十
八
番
大
日
寺
、
四
十
四
番
大
寶

寺
、
五
十
五
番
南
光
坊
、
七
十
六
番
金
倉
寺
の
石
仏
に
は
安
原
村
小
田
の
、
四
十
九
番
浄
土
寺
の
石



 

仏
に
は
安
原
村
生
山
の
人
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。 

⑧
菅
沢
の
人
達
に
よ
る
建
立 

三
十
番
善
楽
寺
、
三
十
一
番
竹
林
寺
に
は
菅
沢
の
人
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
二
十
五
番
津

照
寺
、
四
十
五
番
岩
屋
寺
の
石
仏
に
は
菅
沢
氏
の
名
前
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
人
た
ち
は
、
お
そ

ら
く
遠
く
の
方
に
も
出
か
け
て
行
っ
て
造
立
を
勧
め
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
村
以
外
の
人
た
ち
の
造
立
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
、
ご
苦
労
の
程
が
偲
ば
れ
ま
す
。 

⑨
女
性
に
よ
る
造
立 

県
内
各
地
の
写
し
霊
場
で
、
女
の
人
が
施
主
に
な
っ
て
い
る
例
は
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
菅
沢
で
も

例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
解
る
だ
け
で
も
全
部
で
十
六
体
あ
り
ま
す
。 

そ
の
中
で
も
熊
野
百
次
良
の
奥
様
は
、
自
分
自
身
が
六
十
六
番
と
六
十
八
番
、
六
十
九
番
の
三
体

を
建
て
て
い
る
ほ
か
、
娘
二
人
に
も
七
十
番
と
七
十
四
番
を
建
て
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

こ
れ
は
女
性
の
信
仰
心
の
厚
さ
と
見
て
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
女
性
が
家
事
な

ど
で
忙
し
く
、
本
物
の
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
巡
り
の
旅
に
出
に
く
か
っ
た
と
い
う
事
情
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。 



 

５ 

十
九
番
立
江
寺

た

つ

え

じ

に
つ
い
て 

 
県
内
の
写
し
霊
場
で
も
見
ら
れ
る
こ
と
で

す
が
、
十
九
番
立
江
寺
は
特
別
篤
く
祀
ら
れ

て
い
ま
す
。
菅
沢
で
も
専
用
の
堂
が
建
て
ら

れ
、
中
に
丁
寧
に
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
立

江
寺
の
本
尊
が
地
蔵
菩
薩
で
あ
り
、
延
命
地

蔵
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
と
、
明
治
三
十

九
年
（
一
九
〇
六
）
頃
よ
り
立
江
地
蔵
に
参

拝
す
れ
ば
、
諸
病
難
病
が
全
治
す
る
と
い
う

話
が
広
が
っ
て
参
詣
者
が
盛
ん
に
な
り
、
明

治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
四
月
、
熊
野
慶
蔵
、

熊
野
粂
蔵
が
小
さ
な
堂
宇
を
建
立
し
ま
し
た
。

九
月
に
は
菅
沢
安
五
郎
、
熊
野
粂
蔵
、
熊
野

熊
三
郎
が
発
起
人
と
な
り
二
間
半
と
二
間
の

通
夜
堂
を
建
立
し
、
毎
月
十
日
と
二
十
三
日

立江寺の堂宇 



 

を
縁
日
と
し
て
信
者
は
通
夜
し
ま
し
た
。
往
時
は
大
き
な
芝
居
小
屋
も
あ
り
賑
わ
っ
て
い
た
そ
う
で

す
。 

 
６ 
生
駒

い

こ

ま

高
俊

た
か
と
し

公
よ
り
拝
領
の
馬
具
に
つ
い
て 

菅
沢
官
兵
衛
義
長
は
、
豊
臣
秀
吉
の
家
臣
仙
石

せ
ん
ご
く

権
兵
衛

ご

ん

べ

え

秀ひ
で

久ひ
さ

に
仕

え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
高
松
藩
四
代
目
藩
主
生
駒
高
俊
公
に
仕

え
て
禄
高
三
百
六
十
石
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
義
長
の
長
子
、
菅
沢

甚
兵
衛
義
茂
は
父
親
の
家
禄
を
継
ぎ
、
藩
主
生
駒
高
俊
公
の
弓
術
師

範
と
し
て
仕
え
て
い
ま
し
た
。 

 

寛
永
十
五
年
（
一
六
三
八
）
正
月
、
生
駒
高
俊
公
は
江

戸
家
老
前
野
助
左
衛
門
を
連
れ
て
高
松
へ
帰
国
し
ま
し
た
。

正
月
十
五
日
に
義
茂
は
呼
び
出
さ
れ
、
藩
主
よ
り
平
素
の

忠
勤
に
対
し
て
禄
を
百
石
加
増
さ
れ
馬
ま
で
拝
領
し
ま
し

た
。 

拝領の鞍 拝領の鞍 



 

 

そ
の
後
、
藩
主
生
駒
家
は
生
駒
騒
動
に
よ
り
讃
岐
の
土

地
と
城
は
召
し
上
げ
ら
れ
、
出
羽
の
国
矢
島
に
一
万
石
で

国
替
え
に
な
り
没
落
し
ま
し
た
。
菅
沢
甚
兵
衛
義
茂
も
禄

高
を
失
い
浪
人
の
身
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
藩
主
よ

り
拝
領
の
馬
具
は
、
菅
沢
熊
野
神
社
の
宝
物
と
し
て
三
百

七
十
年
間
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

な
お
、
拝
領
の
馬
は
死
亡
し
て
「
大
石
」
と
い
う
地
名

の
付
近
に
埋
め
ら
れ
て
、
自
然
石
の
墓
を
建
て
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

７ 

熊
野
神
社
に
つ
い
て 

 

菅
沢
町
の
氏
神
様
で
あ
る
熊
野
神
社
は
、
菅
沢
熊
野
氏
の
元
祖
、
十
四
世
菅
沢
主
水
存
常
が
武
運

長
久
、
五
穀
豊
穣
を
祈
っ
て
六
百
年
も
昔
に
紀
州
熊
野
か
ら
熊
野
三
所
権
現
を
お
迎
え
し
て
祀
り
始

め
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
時
一
緒
に
持
っ
て
帰
っ
た
赤ア

カ

樫ガ
シ

の
木
が
境
内
で
大
木
に
育
っ

て
い
ま
す
。 

 

由
緒
記
に
よ
る
と
、
貞
治
五
年
（
一
三
六
六
）
八
月
九
日
の
創
祀
に
し
て
菅
沢
の
産
土
神
で
す
。

菅沢甚兵衛義茂が生駒藩高俊公 
より拝領した馬の墓 



 

天
正
年
中
（
一
五
七
三
～
九
二
）
兵
火

に
か
か
り
炎
上
し
ま
し
た
が
、
寛
永
三

年
（
一
六
二
六
）
九
月
に
再
建
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
、

天
和
四
年
（
一
六
八
四
）
、
元
禄
三
年
（
一

六
九
〇
）
と
修
営
を
行
い
、
明
治
八
年

（
一
八
七
五
）
五
月
本
殿
屋
根
葺
き
替

え
を
し
ま
し
た
。 

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
十
一
月
本

殿
を
改
築
し
、
同
時
に
幣
殿
上
拝
殿
を

修
理
し
た
、
と
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
も

菅
沢
家
か
ら
熊
野
家
に
引
き
継
が
れ
て

大
切
に
守
っ
て
き
ま
し
た
。 

現
在
は
第
二
十
五
代
神
主
と
し
て
、

熊
野
正
様
が
お
世
話
を
さ
れ
て
い
ま
す
。 

熊野神社 



 

８ 

賤
ヶ

し

ず

が

岳 た
け

七
本
槍
の
絵
馬
に
つ
い
て 

 
熊
野
神
社
の
拝
殿
に
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）

三
月
吉
日
と
記
し
た
、
賤
ヶ
岳
七
本
槍
の
勇
将
た
ち

の
絵
馬
が
、
武
運
長
久
、
五
穀
豊
穣
と
村
民
の
無
病

息
災
延
命
を
祈
願
し
て
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。 

現
在
は
絵
馬
の
色
が
落
ち
、
赤
黒
く
な
っ
て
人
物

が
は
っ
き
り
せ
ず
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
あ
る
画

家
の
話
で
は
「
画
家
の
名
前
が
消
え
て
よ
く
わ
か
ら

な
い
が
、
こ
の
絵
馬
は
立
派
な
作
品
で
す
」
と
言
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

 

絵
馬
の
絵
は
画
家
が
屏
風
絵
を
見
て
こ
れ
を
参
考

に
し
て
描
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

こ
の
絵
馬
と
よ
く
似
た
絵
馬
が
、
岐
阜
市
立
博
物 

館
、
滋
賀
県
の
長
浜
城
歴
史
博
物
館
と
大
阪
城
天 

守
閣
に
も
あ
り
ま
す
。 



 

９ 

耳
塚
に
つ
い
て 

 
豊
臣
秀
吉
は
、
天
正
十
三
年
（
一
五

八
五
）
九
州
豊
後
の
大
友

お
お
と
も

義よ
し

統む
ね

に
筑
前

な
ど
四
ヶ
国
を
守
ら
せ
て
い
ま
し
た
が
、

島
津

し

ま

づ

義よ
し

久ひ
さ

が
薩
摩
で
兵
を
挙
げ
て
、
豊

後
筑
前
を
攻
撃
し
て
来
ま
し
た
。
豊
臣

秀
吉
は
、
四
国
の
諸
将
に
対
し
大
友
義

統
に
加
勢
す
る
よ
う
命
を
下
し
ま
し
た
。

十
河
城
主
の
十
河

そ

ご

う

存ま
さ

保や
す

は
、
五
百
余
人

の
兵
を
率
い
て
豊
後
府
内
に
向
か
っ
て

進
軍
し
ま
し
た
。
十
河
軍
に
は
菅
沢
内

膳
義
景
、
友
成
父
子
も
お
り
、
他
に
仙

石
権
兵
衛
久
秀
、
長
宗
我
部
元
親
、
盛

親
父
子
も
参
戦
し
ま
し
た
。 

 

十
河
軍
は
力
を
合
わ
せ
て
島
津
義
久

の
大
軍
を
戸
次
川
の
川
向
う
へ
敗
退
さ



 

せ
ま
し
た
。
こ
こ
で
退
却
す
れ
ば
良
か
っ
た
の
に
、
仙
石
権
兵
衛
久
秀
は
全
軍
に
追
撃
を
命
じ
ま
し

た
。
こ
の
作
戦
が
拙
く
こ
と
ご
と
く
大
敗
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 
こ
の
戦
い
で
讃
岐
の
将
兵
は
殆
ど
討
ち
死
に
し
、
十
河
存
保
や
菅
沢
義
景
も
戦
死
し
ま
し
た
。
こ

の
時
、
菅
沢
義
景
の
長
子
義
長
は
素
早
く
父
親
の
髪
と
両
耳
を
小
刀
で
切
り
落
と
し
、
戦
場
か
ら
持

ち
帰
り
、
父
親
の
供
養
と
し
て
菅
沢
熊
野
神
社
の
境
内
に
耳
な
ど
を
埋
め
て
塚
を
建
立
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
人
々
は
「
耳
塚
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 
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次回のふるさと探訪は・・・・ 

 テ  －  マ 三谷石舟古墳周辺を歩く  

 と  き 平成２７年４月１９日（日）  

      ９：３０～１２：００頃  

 集合場所 未定（広報たかまつでご確認ください）  

 講  師 山本 英之 さん（高松市文化財専門員）  

☆広報「たかまつ」４月１日号に開催案内を掲載しますの

で、ご覧ください。  

☆小雨決行。警報発令等により中止の場合のみ、文化財課

（TEL 839－2660「午前７時 30 分～開始時間まで」）でお

知らせします。（電話が通じない場合は、「実施」です。） 

★次回の交通案内★ --------------------------------------- 

◆ことでんバス 
<レインボー・サンメッセ 川島･フジグラン十川行き> 

（高松駅）  （瓦町バス停） （川島バス停） 

8：15 発 →  8：25 発 →  8：56 着 
 

<サンメッセ･西植田行き> 

（高松駅）  （瓦町バス停） （川島バス停） 

8：39 発 →  8：49 発 →  9：17 着 



 

  

 

１ 交通ルールを守り、交通安全を心がけましょう。 

（必ず歩道を歩き、歩道が無いところでは、道路の

端を一列で歩きましょう。）  

 

２ 無理をせず、体調には十分気をつけましょう。  

 

３ 引率者の指示に従い、整然と行動しましょう。  

 

４ マナーを守り、他人に迷惑がかからないよう気を

つけましょう。  

 

５ 文化財や自然を大切にしましょう。  

「ふるさと探訪」に  

参加される皆様へ  

 

※ 参加中は、次のことに充分留意し、  

 安全で意義のある探訪としましょう。  


